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① iPadを使った実績入力のMagic-RIA事例紹介 



本事例の導入先の企業について 
 
 ～ 1980年代からのICT活用企業～ 

 職人のカン・コツの仕組み化などICTにより熟練技の自動化も進め、人が考える仕事に
集中できる環境を作り、技術力の強化を図っています 



自動車をはじめとするプレス部品において、工法開発から製品設計、 金型設計・製作、プレス加工、機械加工や溶接、熱処理等の二次加工まで 
一貫して行う金属加工メーカー 



生産管理システム概要 
 
生産計画と生産実績  ～紙ベースでの生産指示、生産実績～ 

 MRPが算出した生産計画 

↓ 

 紙の作業指示書を発行 

↓ 

 作業者が作業指示書に実績を記入 

↓ 

 翌朝、作業指示書が集められ、 

事務担当者が実績入力を行う 
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紙の作業指示書は こうだった 
 

 



実績の手書きをやめて、作業現場でiPad入力 
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iPad実績入力で改善させたい点 
 
～今では在庫情報の更新が遅すぎる～ 

・昨日の生産実績の入力を午前中に入力⇒MRPが動くのは毎日昼間。  

 午後にならないと昨日の生産実績が反映されない 

 ⇒もっと早く、在庫情報を更新させたい。 

 

★実績の入力は、随時、現場がiPadで行う。 

 MRP計算は早朝も行い、 

 朝一の時点で昨日までの生産実績が在庫に反映されるようにする。 

 



導入インフラ 
 
～必要な機器・ソフト～ 

iPad (第 6 世代) 9.7インチ 32gb  x 100台 ⇒定価：36,200 

 

Magic xpa 3.2 RIA Server for MC 100ﾕｰｻﾞ MRB(+ｿﾌﾄｳｪｱﾒﾝﾃﾅﾝｽ【ｴｺﾉﾐｰ】)   

⇒定価：3,200,000+ｿﾌﾄｳｪｱﾒﾝﾃﾅﾝｽ【ｴｺﾉﾐｰ】)320,000 

マイクロソフトWindows デバイスCAL X 100ﾕｰｻﾞｰ 

⇒定価：1ユーザー6,000円ぐらい？ 

 

Windows 2012server ( Webサーバー用1台＋RIAサーバー用1台） 

 ※DBサーバー(SQLServer)は既存の基幹システムのサーバーを使用） 

 

工場内wifi環境構築 

 

★Office365のteamsを利用したいので、iPadからはインターネット経由でシステムにアクセスできるよう要望あり。 



インフラ全体図 
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iPad実績入力画面サンプル 
 

作業指示書一覧画面 

製造した品番 

をタップして、 

実績入力画面を開く 



実績入力画面 



実績入力画面 作業時間の 

入力 

使った材料 

(コイル材）
の入力 



開発(windows)画面上はカクカクしてるが、iPad側はイイ感じになる 



各値はiPadのソフトキーボードではなく、開発したキーパッドで入力。 

⇒エディットコントロール:修正許可＝false 



オフラインプログラム 
 

・広い工場内でwifi通信なので、途中で通信が途切れる場合があることを想定して 

 オフラインプログラムで開発。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・ただし、指示書の情報など、ある程度リアルタイム性も必要なので、 

 必要な箇所のみ通信するように設計。 

   ⇒社員マスタや部署マスタなどはログイン時にローカル側にコピーしておく。 



デバイス側に認証キー 
 

・Magic xpaの接続文字列を知られてしまうと、自宅のiPadでも接続できて使われてしまうので、 

 使用できるiPadを特定できるために、iPad内に認証キー（ハッシュ値）を埋め込み、 

 サーバー側で登録してある認証キーと一致しないとログイン不可とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ※デバイス側のシリアル番号等で認証させたいところだが、 
 プログラム側からiPadのシリアル番号等は取得できない。 

 ⇒Appleの制限事項 



開発においての注意点(1) 
 
～もう直っているかもしれませんが～ 

・サーバー上のテーブルからローカルテーブル（sql.lite)にコピーするための 

「DataViewToDataSource」関数の動きがおかしい。特に、取出しカラム名指定した時。 

  

 
  

 ⇒取り出し元の項目をメインテーブル＆リンクして、項目を動かしたりすると、 
 ビューの取り出しが壊れることがあった。 

 (サーバーテーブルのAの項目が、ローカルテーブルのBの項目に入るなど） 

 

 
・対処策：どうしても直らない場合は、ローカルテーブルのカラムに合わせたメモリーテーブルを
用意し、サーバー側でそこに一旦流し込んでから、  

「DataViewToDataSource」で取出しカラム名指定せずに実行した。 



開発においての注意点(2) 
 
～もう直っているかもしれませんが～ 

・ローカルテーブル（sql.lite)のレコードが0件の場合、 

 CndRange付きの位置付けを行うと、CndRangeが機能せずに位置づけ値＝０でも 

 以下のエラーが出てしまう（⇒位置付けが効いてしまう） 

 

・対処策：1レコードでいいから、ダミーのレコードを作る 

 
※おそらくiOSだけの現象 



②Azure & PostgreSQLを 

         使ったMagic-RIA事例紹介 



本事例の導入先企業について 

・スポーツ自転車の輸入卸業者 

 

 

 

 
・個人の人が開発していたシステム(windows2000+Delphi)のリプレイス 

 
・PC端末5台。⇒Wit販売RIA 5ユーザー版を購入：定価¥337,300円 

 
・送り状印刷（ドットプリンター）あり 

 
・AzureのVMを使用 

 



導入Azureの環境 
 

・2Core 8GB HDD:100GB 程度のWindowsServer2016Datacenterを選択 Dシリーズ 

 ⇒エンドユーザーへの請求額 20,000円/月 

 

 

 
・Azureは従量課金：できるだけ安く抑えるため、夜間と土日は電源を自動シャットダウンする。 

 ⇒AzureAutomation(Runbook)を使う。 

 
・シャットダウンされると、PostgreSQLのキャッシュがクリアされるため速度が遅くなる。 

 キャッシュを維持する設定をPostgreSQL上で行う。 

 

 

 

 

-------------------------------------------------- 
AzureAutomationを利用して、仮想マシンを平日の日中だけ起動する: 

https://qiita.com/Vendetta1209/items/899bcd2fda98e9b70c14 



Azure上で動かすための注意点(1) 
 

【Azure VMからのメール送信】 

 
・Magicからのメール発報は[NonMailNet.dll]を使用 

  

・AzureからSMTP送信は禁止。 

Microsoft Azureでは外部にメールを送信することメールサーバを作ることはできません。 

⇒そもそもサポート対象外 

 

 
Office365を契約してもらって、Microsoft Exchange Onlineを使う。（★今回はこちらを採用） 

⇒ NonMailNet.dllから利用可能。 

 
または 

 
SendGridなどのメール配信のSaaSを使う。 

Azure利用者なら1か月あたり25,000通まで無料。 

https://sendgrid.kke.co.jp/


Azure上で動かすための注意点 
 

・最近になって、申請すれば制限解除してくれるみたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ⇒ただし不正な送信と判断されたら、強制的に制限をかけられる。 

 

-------------------------------------------------- 
Azure VM からのメール送信に関するアナウンス：  

https://blogs.technet.microsoft.com/jpaztech/2017/11/16/smtp-block-announcement-

november-2017/ 

 



Azure上で動かすための注意点(2) 
 

【SSL証明書について】 

 
 自分が管理しているドメインでないとSSL証明書の発行はできない。 

 
AzureDNSのxxxx.japaneast.cloudapp.azure.com 

 
この *. cloudapp.azure.comはMicrosoftが管理しているドメインとなるため、他の人が証明書発
行を行うことはできません。 

 

 
・そのため独自のドメインを用意(xxx.microlink.co.jp )し、DNSのCNAMEによってドメインの別名
を割り当て、その割り当てたドメインに対して証明書の発行を行うようにする。 

⇒https:xxx.microlink.co.jpに来たものをxxxx.japaneast.cloudapp.azure.com に転送するよう
にする。 

 

----------------------------------------- 
しがないプログラマ の日記： 

http://d.hatena.ne.jp/Horiuchi_H/20120202/1328169555 



③大量のiPadの取り扱いに気をつける点 



大量のiPadを配布する上での問題点 

・iOSセットアップが手間 

 

・アプリケーションのインストールが手間 

 

・Apple IDを取得するのが手間 

 

・(一部の？）素行の悪い従業員による盗難・・など 



モバイルデバイス管理(MDM) 

モバイルアプリケーション管理（MAM) 
 

・有料のツールはいっぱいあるが、できるだけお金（ランニングコスト）をかけたくない 



Appleのサービスを利用します 
 

 

Volume Purchase Program（VPP）でアプリの企業単位で一括購入 

と 

Apple Configurator 2でアプリの配布 

 

 

 

 

参考させていただいたサイト： 

https://handbook.jp/blog/2016/11/16/apple_id_vpp/ 

 

 

 



Apple Configurator 2を使用してアプリを 

デバイスに配布する 

 
 

 

 Macが必要です。 

 ＵＳＢ-HUBを使って、最大30台のデバイスまで同時配布可能。 



Apple Configurator 2で今回定義した 

構成プロファイル 

 
 

 

 App storeからのアプリインストール禁止（標準） 

 構成プロファイルの削除禁止 

 特定のＳＳＩＤしか、wifi接続禁止 

 アプリの削除禁止 

 リセット(工場出荷時状態に戻す）の禁止 

 

 注：Magic xpa clientの接続文字列を埋め込んでアプリ配布できないので、 
pdfファイルに接続文字列を記述してapple configurator2で[ibook]に流し込み、人間が手でコピペ 



デバイスを持ち去られないようにするには 
 

 

⇒ガッツリ制限がかけられているので、 
持ち去っても、そのデバイスは使い物（売り物に）にならないことを分からせておく。 
 
⇒従業員に対して事前の通達が必須 



本編 終わり 
 

⇒時間があれば IoTGoへGO 



④リアルタイム 工場稼働率監視 

 IoTGO 



IoTGOの概要 



IoTGO端末⇒製造機械に接続 



IoTGO貸出機器 



IoTGOの全体 



IoTGO特徴 

• 既存の社内LANは使用しないので影響をあたえません 

 

• IoT GOのネットワークからクラウドにデータ送信 

 

• リモート診断。リモートメンテナンスも可能に 

 

• 通信経路はすべて暗号化  



IoTGO価格 



導入工場見学会 

お申し込みは 

マイクロリンクの 

ホームページから 


